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論文及び審査結果の要旨 

   

都市化は、世界のさまざまな都市における生物多様性を変容させている。しかし、都市部の多

くは、地理的に、生物多様性の相対的に高い地域に形成されている場合が多く、都市の残存緑地

には多様な動植物相が生息している。さらに、都市域には世界の半数以上の人々が居住してお

り、都市の生物多様性を保全することは、生物多様性だけでなく、都市住民の生活や健康を守る

という観点においても重要である。都市生態系は、さまざまな環境要因から影響を受けているた

め、効果的に都市の生物多様性を保全するには、生物多様性や生物群集の組成を決定する要因の

相対的重要性を把握することが第一に重要である。しかし、これまでの多くの研究では、都市化

の影響として、生息地周辺の環境変化による影響に焦点を当ててきたため、生息地内の管理や局

所環境の影響については十分に考慮されていないのが現状である。岩知道氏の学位論文は、生息

地環境および景観（周辺の緑地率および緑地間の空間自己相関）が植物群集の多様性および組成

に与える影響を、東京大都市圏における都市農村傾度に沿って検証することを目的とした研究で

構成される。 

 

学位論文は 5章構成となっており、1章が全体概論、5章が総合考察である。各論の第 2章で

は、都市緑地における植物群集組成を決定する要因の相対的重要性が都市－農村勾配に沿って変

化すること、また緑地内の森林域の林床植生、開放草地域の草本植生によってもその相対的重要

性が異なることを示唆した。第 3章では、残存緑地の局所管理の一つのあり方として、都市の残

存緑地の一例として里地里山を取り上げ、里地里山の公園利用による植物・チョウの多様性保全

の可能性を検討した。第 4章では、新規に人工的に創成された緑地の植物種組成が、造成からの

時間経過とともに、残存する緑地（遡れる土地利用履歴において改変の歴史がない）の植物種組

成に類似していく過程を、造成からの年数の異なる新規緑地と残存緑地の種組成を比べることに

よって検証した。 

 

以上の結果は、都市生態系における景観および局所スケールでの緑地管理に応用的な示唆を与

えると同時に、人為影響の強い都市生態系における植物群集の多様性と組成の決定機構の理解に

寄与する基礎的知見としても評価できる。以上、学位論文として十分な内容を有していると判定

した。 

 

注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 


